



























































































-712,3201,238,8401,951,160営 業 収 益
-803,880884,0001,687,880事 業 費
-154,570159,590314,160販 管 費
246,120195,240△50,880営 業 損 益
-23,2308,11031,340営 業 外 収 益
-45,14017,49062,630営 業 外 費 用
268,040185,860△82,180経 常 損 益
-33,96010,64044,600特 別 利 益






























-202,780942,0401,144,820営 業 収 益
-406,590664,4001,070,990事 業 費
-75,200119,470194,670販 管 費
279,000158,170△120,830営 業 損 益
-1,1705,7606,930営 業 外 収 益
-29,7809,69039,470営 業 外 費 用
307,610154,240△153,370経 常 損 益
5003,7103,210特 別 利 益




























































































































































































































































































































































―746,3501,204,8101,951,160事 業 収 入（百万円）
249,810186,620△63,190当期純利益（百万円）
―34.5％30,87547,170従 業 員 数（名）
―41.7％46,88080,390人 件 費（百万円）














































47,17049,20051,49753,01053,962従 業 員 数（名）




31,53431,47230,88230,87531,263従 業 員 数（名）
17,52815,76318,58619,7694,204経 常 損 益（千万円）
14,90516,62517,16718,66262,107当期純損益（千万円）
2012年9月上場廃止／再上場
出所：日航の各年度『有価証券報告書』より引用作成。
図２（従業員数・経常損益・当期純損益の推移）のデータ
【資料３】
JAL争議団の鈴木恵子女史（キャビンクルーユニオンCCU組合員、原告団副団長）
からの聞き取り調査（2016年１月）
（１）現在、JALに属する組合の状況について
①JAL労働組合。通称JALFIO、経営者寄り（連合加盟）。地上職と客室乗務員の多数を組織してい
る。JALFIOは整理解雇に反対はしたが、整理解雇された客室乗務員の組合員の救済はしなか
った。そのため、解雇された組合員２人は解雇後CCUに加入して原告団の一員になっている。
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②日本航空機長組合。JALの機長で組織している。
③日本航空乗員組合。JALの副操縦士と元JASの機長と副操縦士で組織している。
④日本航空キャビンクルーユニオン（CCU）。JALと元JASの客室乗務員の一部で組織している。
⑤日本航空ユニオン。JALと元JASの地上職の一部で組織している。
※JALFIO以外の４労組は共闘している。原告団を抱えているのも共闘している４労組である。
2010年１月19日段階 CCU：1281人 JALFIO：5534人
2010年６月１日（５月末特別早期退職募集による退職後） CCU：0866人 JALFIO：4511人
2011年１月１日（整理解雇後） CCU：0569人 JALFIO：3777人
※破綻後１年の段階で、組合員は、CCU：712人の減少 JALFIO：1757人の減少
（２）破綻から再生に至るまでの合理化（含む不当解雇）について
①法定で決められた手当以外の労資で合意した手当はすべて取られた。その結果、手当は経営破
綻前の６割になった。その他の労働条件（交通費や外地での滞在費等々）もすべて切り下げら
れた。
②経営破綻して余剰人員を削減するために希望退職が募集されたが、第一次募集では削減目標に
達しなかった。そこで、第二次募集は整理解雇が前提の募集となり、整理解雇の人選基準によ
る対象者は乗務からはずされ自宅待機となった。第二次募集のときは、管理職による少なくて
も２回の退職勧奨の面談が行われたが、希望退職に応じなければ整理解雇ということなので、
実質的には退職の強要だった。
（３）解雇おける組合差別（不当労働行為）について
裁判所は不当労働行為を認定しなかったが、明らかに、もの言う労働者（組合活動家）を狙った
人選基準だった。とくに組合が分裂している客室乗務員（JALFIOとCCU）においては、解雇はほと
んどがCCUの組合員だった。
（４）合理化（もしくは再生）による組合の雰囲気の変化について
整理解雇後は、組合活動家を激減させ、組合の力は非常によわまっている。
（５）合理化（もしくは再生）による会社（職場）の雰囲気の変化について
整理解雇の強行により、もの言えぬ職場、暗い職場になった。ベテランが激減し、パワハラも蔓
延し、長く働き続ける展望が持てない。客室乗務員は約500人が一年で自主退職した。その結果、３
人に１人が３年未満の新人となり、機内サービスはもとより、安全上のトラブルも増えている。以
前はパイロットも定年前に辞める人がいなかったにもかかわらず、整理解雇強行以降、180名を超え
るパイロットが他社へ流出し、いまだにその流出が止まらない。これは職場の雰囲気の悪さが原因
となっている。夏の臨時便も十分に対応できず、このままでは定期便もカットしなければならない
のではと言われている。
日本航空におけるビッグバス会計の本質
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EssenceofBigBathAccountinginJAL
KatsuhiroYoshida
TheaccountingtermBigBathwasusedforalongtimeinUSA,butitisrecentlythatthistermcameto
bespokeninJapan.TheBigBathisanaccountingtowashofpastbadparts.Inotherwords,theBigBath
istoincreasethereportingprofitafterthenexttermbyleavingtheloss.Asaresult,theBigBathleads
financialV-shapedrecovery.
JapanAirlines(JAL)wasbankruptedonFebruary20,2010.ItisSeptember19,2012thatJALwaslisted
onagainintheTokyoStockExchange.JALwasquickrevivalinonlytwoyearsandsevenmonths.
ThepurposesofthispaperaretoinvestigatewhatwerethemainfactorsofJALrevival.Inotherwords,
itistoinvestigatetheBigBathtechniqueofJAL.
Inthispaper,WediscoveredfourfactorsofJALrevival.Theassetslimmingbytheplanesminiaturized,
thedebtslimmingbythedebtwaiver,theinfusionofpublicfunds,thereductionofthecorporationtax.
ThesewereBigBathofJAL.However,theBigBathwhichJALperformeddevelopedintoso-caled
accountingpolicy.Inotherwords,JALdestroyedalaborunionandcariedoutrationalization.
TheBigBathofJALperformedmaterialrationalization.Furthermore,performedtheatackforthelabor
unionwhichprotectedalifeandtherightoftheworkers,asaresult,thehumanrationalizationof20,000.
Thematerialrationalizationisnotpainful,butthehumanrationalizationispainful.TheessenceoftheBig
BathinJALforV-shapedrecoverywasaccountingpolicy.
